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研究成果の概要（和文）：本研究では、過疎・高齢化が進行する島嶼地域をフィールドとして、

高齢者の「自分史づくり」事業をめぐり、地域住民のコミュニティへの参加および意識を明ら

かにするとともに、地域住民を主体とするコミュニティワークの方法・技術としてナラティヴ・

アプローチの可能性を検討した。また、地域住民－専門機関－大学による協働の地域福祉活動 

拠点としてコミュニティワークセンター「○関 の家」を開設し、研究対象フィールドにおける地 

域福祉の推進に取り組んだ。 

 

研究成果の概要（英文）：This study focuses on the methods of community work utilizing by 

people living in the community rather than by professional community workers. 

Investigating a community in the islands area located in the Seto Inland Sea and especially 

the project of “Life History” on elderly people in the community, this study showed 

the actual situations of residents’ participation and their opinions to the community 

and discussed the possibility of applying narrative approach to community work. In 

addition, collaborating with people living in the community, we opened the center for 

community work, “Maruseki-no-Ie”. 
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１．研究開始当初の背景 
（１）地域福祉実践・研究の課題 
 日本における地域福祉実践・研究は、「コ
ミュニティの主体性」を主軸として、直接的
な福祉サービス（コミュニティケア）を提供

する一方で、その基盤となる一般的コミュニ
ティの再編成、そして生活福祉ニーズを抱え
る地域住民を主体として、その個別的・集団
的ニーズに対応した地域福祉を推進する「福
祉コミュニティ」の形成に取り組んできた。 
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 しかしながら、地域福祉実践の要であるコ
ミュニティワークの方法・技術に関しては、
「米国のコミュニティオーガニゼーション」
や「英国のコミュニティワーク」に依拠した
ままであり、日本における地域社会の実態、
そして地域福祉実践の実際をふまえた独自
のコミュニティワークを確立するに至って
いない。 
 また、従来のコミュニティワーク方法論は、
専門職が用いる方法・技術を中心に展開され
ており、地域福祉実践の主体であることが期
待される地域住民の参加・参画を基軸とする
コミュニティワークの方法・技術は十分に検
討されていない。 
 
（２）「自分史づくり」事業のユニークさ 
 過疎・高齢化が進行する島嶼地域、愛媛県
今治市関前地区では、今治市社会福祉協議会
と今治市立岡村小学校の共同事業として、高
齢者の「自分史づくり」事業が実施されてい
る。2001 年度より現在まで継続されている。 
 一般的に、自分史とは本人が綴る個人の生
活史をいうが、「自分史づくり」事業では、
小学生が高齢者の自宅を訪問し、高齢者の生
活史を聴き取り、冊子にしてフィードバック
する。発表会では、自分史にもとづく創作劇
も披露される。小学生と高齢者の異世代交流
を通して作成される自分史は、個人の生活史、
そして個人の生きた地域社会の歴史を伝え
るとともに、これからの地域社会のあり方を
問い直すツールであり、そのプロセスである
と捉えることができる。 
 このような意味において、「自分史づくり」
事業は、小学生が高齢者との交流を通して、
高齢者個人の生活史を聴き取り、地域社会の
歴史を学ぶ教育実践であるとともに、そのプ
ロセスを通して、地域社会への関心を喚起し、
地域社会への参加・参画を促進する地域福祉
実践であるといえる、非常にユニークな活動
である。 
 
（３）ナラティヴ・アプローチの可能性 
 「住民主体」を重視する地域福祉実践にお
いて、地域住民による「討議」や「話し合い」
は最も重要な活動として位置づけられてい
るが、コミュニティワークの方法・技術その
ものとして十分に検討されてきたとはいえ
ない。 
 前述した関前地区における「自分史づく
り」事業は、地域福祉実践の側面において、
ナラティヴを焦点とする。ナラティヴとは、
高齢者による「語り」であり、高齢者によっ
て語られ、小学生によって聴き取られた「物
語」を指す。このような小学生と高齢者の間
における「語り」および「物語」は、小学生
と高齢者を新たに関係づけ、また両者と地域
社会の関係性を顕在化させる可能性を持っ

ている。 
 ナラティヴ・アプローチとは、「ナラティ
ヴ（語り、物語）という概念を手がかりにし
てなんらかの現象に迫る方法」（野口 2009：
ⅱ）であるが、このナラティヴを焦点とする
地域福祉実践の検証は、ナラティヴの当事者
である地域住民が新たな関係を構築し、また
地域社会との関係性を再発見する局面を読
み解くとともに、地域住民が地域社会の生活
福祉問題を発見し、解決活動に参加・参画す
る次の局面への手がかりを示すだろう。 
 つまり、コミュニティワークにおけるナラ
ティヴ・アプローチの適用は、地域住民を主
体とするコミュニティワークの方法・技術の
精緻化に貢献する。 
【文献】野口裕二編（2009）『ナラティヴ・
アプローチ』勁草書房． 
 

２．研究の目的 
 本研究の目的は、超高齢社会における「コ
ミュニティ再生」という現代的課題に対して、
地域住民の視点からコミュニティそのもの
の意味を問い直すとともに、地域住民を主体
とするコミュニティワークの方法・技術およ
び展開過程を明らかにすることである。 
 
（１）高齢者による「語り」・「物語」（ナラ
ティヴ）が、「自分史づくり」事業に参加し
た地域住民のコミュニティに対する認識お
よび態度に与える影響要因を明らかにする。 
 
（２）高齢者の「自分史づくり」事業におい
て活用されたコミュニティワークの方法・技
術を分析評価する。 
 
（３）以上をふまえて、ナラティヴ・アプロ
ーチによる住民主体のコミュニティワーク
方法モデルを構築する。 
 
３．研究の方法 
（１）関前地区における社会心理的健康観と
生活実態に関する調査 
①調査目的：地域住民が営む生活、人間関係、

地域社会への参加および意識をもとに関
前地区コミュニティの実態を明らかにす
るとともに、首尾一貫感覚（SOC）概念に
よって「自分史づくり」事業の効果を測定
する。 

②調査対象：愛媛県今治市関前地区岡村島に
居住する全住民（未就学児を除く）439 人
／配布数 377 人、回収数 346 人（回収率
91.8％） 

③調査方法：関前地区の民生児童委員および
婦人会役員を調査員とする、留め置き法。
調査項目は、基本属性、「自分史づくり」
事業への参加とその効果、ソーシャルネッ
トワークおよびソーシャルサポート、地域



社会への参加および意識から構成されて
いる。 

④調査時期：2011 年 2 月 
 
（２）高齢者の「自分史づくり」事業をめぐ
る地域住民のコミュニティに対する認識・態
度に関する調査 
①調査目的：高齢者による「語り」・「物語」

（ナラティヴ）が、「自分史づくり」事業
に参加した地域住民のコミュニティに対
する認識および態度に与える影響要因を
明らかにする。 

②調査対象：2001～2011 年度「自分史づくり」
事業の直接的参加者である高齢者（2 グル
ープ、合計 10 人）および小学生（当時／
インタビュー時は高校生）（2グループ、合
計 5人） 

③調査方法：グループインタビュー 
④調査時期：2011 年 10 月、2012 年 3 月 
 
（３）高齢者の「自分史づくり」事業をめぐ
るコミュニティワークの方法・技術に関する
調査 
①調査目的：高齢者の「自分史づくり」事業

において活用されたコミュニティワーク
の方法・技術を分析評価する。 

②調査対象：今治市社会福祉協議会関前支部
職員 2人、今治市立岡村小学校教員 3人 

③調査方法：個別インタビュー 
④調査時期：2010 年 12 月、2011 年 3 月 
 
（４）国内外のコミュニティワーク方法論に
関する先行研究および（１）・（２）・（３）の
結果をふまえた理論研究 
①研究代表者、研究分担者、今治市社会福祉

協議会職員で構成する「コミュニティワー
クとナラティヴ・アプローチ研究会
（Community Work and Narrative Approach 
Study Group：CNS）」の開催 

②地域社会学の研究者を含む CNS 拡大研究会
の開催 

 

４．研究成果 
（１）関前地区におけるコミュニティの実態 
 関前地区における社会心理的健康観と生
活実態に関する調査から、①関前地区の人々
が持つソーシャルネットワークは家族や親
戚を中心とする一方、島内外の友人に広がり
を持っていること、②ソーシャルサポート授
受の相手については、同居している家族以外
では、別居している家族と島内の友人に分散
していること、③地域社会に対する評価と感
情については、物理的側面に対する評価が低
い一方、社会的側面に対する評価は高く、地
域社会に対する愛着も高いことが明らかに
なった。 
 生活問題としては、日常生活圏である島内

において他者とのつながりを持たない人が
男性および 40～50 歳代にみられること、70
歳代以上の定住意思および定住可能性に対
する評価が高い一方、医療・福祉サービスは
未整備であること、そして基本的な社会資源
が未整備であること等があげられる。ストレ
ングスとしては、関前地区のソーシャルネッ
トワークの広がり、地域社会に対する肯定的
な評価と感情があげられる。特に、30 歳代以
下の若者層は地域活動への参加意思を強く
持っており、これからの地域活動の展開に期
待することができる。 
 
（２）高齢者の「自分史づくり」事業におけ
るコミュニティ形成／再形成の可能性 
 高齢者の「自分史づくり」事業をめぐる地
域住民のコミュニティに対する認識・態度に
関する調査に関しては、自分史の「語り手」
である高齢者に対するグループインタビュ
ーから、①小学生に対する「語り」を通して、
高齢者は自分自身の人生、そして彼ら／彼女
らが生きてきた地域社会の歴史を改めて認
識するとともに、②過疎・高齢化が進行する
地域社会の将来を案じる一方、助け合い文化
や豊かな自然環境等、地域社会の魅力を再確
認していることが示された。また、③小学生
に対しては、将来的に地域社会への関わりを
継続してほしいという願いを持つとともに、
「自分史づくり」事業を通して、「名前を呼
び合う関係」を新たに形成しており、④人々
との交流、地域活動への参加を深めながら、
これからも地域社会の一員として暮らし続
けたいと考えていることが示された。 
 自分史の「聞き手」である小学生（当時／
インタビュー時は高校生）に対するグループ
インタビューから、①高齢者の「語り」を通
して、高齢者個人の生活史および地域社会の
歴史を新たに知るとともに、②地域社会の魅
力を見出していることが示された。また、③
「自分史づくり」事業を通して、高齢者との
関係が深まり、日常生活場面において会話が
増えたこと、④将来は高齢者の役に立つよう
な仕事に就きたい、「お年寄りが守ってきた
島」を何とかしたいという気持ちを持ってい
ることが示された。さらに、⑤高校の同級生
や筆者らのような島外の人々に対して地域
社会のことを「語る」ことが、地域社会の魅
力を再確認する機会になっていることが示
された。 
 以上より、「自分史づくり」事業における
ナラティヴを通して、①新たな人間関係が形
成されること、②地域社会との関係性が顕在
化すること、③新たな目標および活動が創造
されること、④「自分史づくり」を振り返り、
語り合うことによって、自分自身、周囲の
人々との関係、そして地域社会が意味づけ直
されることが示唆された。 



（３）コミュニティワークにおけるナラティ
ヴ・アプローチ適用の有用性 
 前述の高齢者の「自分史づくり」事業をめ
ぐる地域住民のコミュニティに対する認
識・態度に関する調査および高齢者の「自分
史づくり」事業をめぐるコミュニティワーク
の方法・技術に関する調査から、ナラティ
ヴ・アプローチによるコミュニティワークの
展開過程を提示した。 
 第一の局面は、ナラティヴにおけるコミュ
ニティの形成／再形成および変容である。
「自分史づくり」事業におけるナラティヴを
通して、直接的参加者である高齢者と小学生
の間に新たな人間関係を形成するとともに、
地域社会との関係を再発見する。新たな目標
および活動が生まれることもある。しかし、
あくまでもナラティヴに直接関与した者同
士の限定的なコミュニティの形成／再形成
および変容であり、地域社会を広く巻き込ん
だコミュニティワークには至っていない。 
 第二の局面は、ナラティヴによるコミュニ
ティの再発見である。第一の局面において形
成／再形成および変容されたコミュニティ
を出発点として置きながら、住民座談会等に
おける地域住民によるナラティヴを通して、
地域社会の生活福祉問題やストレングスを
改めて捉えるとともに、自らを生活福祉問題
解決の主体として認識し、解決活動ための組
織化を図っていく。 
 第三の局面は、ナラティヴによるコミュニ
ティワークである。第二の局面において組織
化された住民協議会等のコミュニティワー
クの活動主体によって、生活福祉問題の解決
活動が推進される。地域住民はナラティヴを
通して形成／再形成したコミュニティを出
発点とする一方、生活福祉問題の共有化およ
び解決活動を通して新たなコミュニティを
形成／再形成する。 
 ナラティヴ・アプローチによるコミュニテ
ィワークの展開過程において、コミュニティ
ワークにおけるナラティヴ・アプローチ適用
の有用性が示唆された。 
 
 

 

図：ナラティヴによるコミュニティワークの展開過程 

（４）アクションリサーチへの発展 
 本研究は、地域住民を主体とするコミュニ
ティワークの方法・技術および展開過程を明
らかにすることを目的としており、地域住民
の参加・参画にもとづくアクションリサーチ
を志向しながら研究を推進してきた。 
 第一に、関前地区における社会心理的健康
観と生活実態に関する調査は、関前地区の民
生児童委員協議会および婦人会の協力によ
り実施した。両会に諮りながら調査票の作成
を進めるとともに、民生児童委員および婦人
会役員を調査員とする留め置き法によって
調査を実施した。調査結果は、両会に対する
報告会を開催し、フィードバックした。また、
安心して楽しく老いる島づくりシンポジウ
ム「関前塾」（2011 年 9 月 25 日）において、
地域住民に対する調査結果の報告を行うと
ともに、これからの地域社会のあり方につい
て問題提起した。 
 第二に、地域住民－専門機関－大学による
協働の地域福祉活動拠点としてコミュニテ
ィワークセンター「○関 の家」を開設し、関
前地区における地域福祉の推進に取り組ん
だ。関前地区の自治会、婦人会、老人クラブ、
民生児童委員協議会、地域活性化推進協議会、
ボランティア団体等の地域住民組織・集団、
今治市役所関前支部および今治市社会福祉
協議会関前支部、広島国際大学医療福祉学部
の協働体制を構築するとともに、地域住民、
そして地域社会の主体形成を促進した。 
 コミュニティワークセンター「○関 の家」
は、関前地区内外の交流および協働活動を企
画・実施するためのコーディネート（調整と
支援）の拠点となることを目的として、①関
前地区内外の人々、団体、組織のつながりを
創る、「つなぐ」活動、②関前地区内外の人々
が自由に集まり、触れ合う、「つどう」活動、
③関前地区の魅力と課題を大きなテーマに、
ともに語り合う、「かたる」活動、④関前地
区の暮らしと福祉の向上に関する協働活動
を起こし、知恵と力を合わせて関前地区を興
す、「おこす」活動に取り組む。2011 年 12 月
に開所し、2012 年度は 4つのプロジェクトを
実施した。 
 本研究では、関前地区の事例にもとづき、
地域住民を主体とするコミュニティワーク
の方法・技術および展開過程を検討し、「ナ
ラティヴにおけるコミュニティ」から始める
「ナラティヴによるコミュニティワーク」、
すなわちナラティヴ・アプローチによるコミ
ュニティワークの展開過程を提示し、コミュ
ニティワークにおけるナラティヴ・アプロー
チ適用の有用性を示唆した。今後の展望につ
いては、地域住民を主体とするコミュニティ
ワークの方法・技術に関する研究手法として
住民参加型アクションリサーチを整理し、コ
ミュニティワーク研究の発展を推進したい。 
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